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【足立区地域保健福祉推進協議会「子ども支援専門部会」】会議録 

会 議 名 足立区地域保健福祉推進協議会「子ども支援専門部会」  

（令和５年度第１回） 

事 務 局 子ども家庭部 子ども政策課 

開催年月日 令和５年７月１４日（金） 

開 催 時 間 午後 ２時～ 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 特別会議室 

出 席 者 

 （計２５名） 

（部会員） 

齊藤多江子、小林尚子、片野和恵、西方榮、馬場新太郎、古庄宏吉、 

大西洋平、宮本明彦、久米浩一、楠山慶之、依田保、上遠野葉子 

（特別部会員（意見表明者）） 

小谷博子、中嶋篤子、三浦昌恵、小田恵美子、首藤広行 

（事務局） 

安部子ども政策課長 

（関連部署） 

江川住区推進課長、松本生活・暮らし臨時給付金担当課長、 

蜂谷私立保育園課長、森田学校支援課長、 

高橋こども家庭支援課長、會田地域調整課長、加藤教育指導係長                   

（敬称略） 

欠 席 者 （特別部会員（意見表明者））廣島清次、高祖常子、飯田今日子（敬称略） 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

 

議事内容（議事要点・決定事項・調査事項・問題点・特記事項・次回予

定・その他） 

１ 審議・調査事項 

(1) 「足立区子ども・子育て支援事業計画」の令和４年度実績について 

＜子ども政策課＞ 

２ 報告事項 

(1) 学童保育室における実地調査の結果について 

＜住区推進課＞ 

(2) 令和５年度学童保育室の入室申請及び待機児童の状況について 

＜住区推進課＞ 

(3) 「低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金」の 

  支給について 

＜生活・暮らし臨時給付金担当課＞ 
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(4) 令和５年４月１日の保育所等利用待機児童の状況について 

＜私立保育園課＞ 

３ 情報連絡事項 

(1) あだち放課後子ども教室の令和４年度実施状況について 

＜学校支援課＞ 

(2) 小規模保育事業所に対する指導検査の実施結果について 

＜子ども施設指導・支援課＞ 

(3) 足立児童相談所の新築移転及び仮設一時保護所の使用継続について 

＜こども家庭支援課＞ 

 

そ の 他 
意見交換：足立区の日本語指導を必要とする生徒の状況や対応について 
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（審議経過） 

安部子ども政策課長 

 皆さん、こんにちは。定刻になりました

ので、始めさせていただきます。 

 本日はお忙しい中、足立区地域保健福祉推

進協議会子ども支援専門部会にご出席いた

だきましてありがとうございます。 

 私は、本日の司会進行を務めさせていただ

きます、子ども政策課長の安部でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、着座にて進めさせていただきます。 

 初めに、資料の確認をさせていただきます。

本日の資料は事前に郵送させていただいて

おりますが、お持ちでしょうか。お持ちでな

い場合は、事務局までお申し出ください。 

 よろしいでしょうか。 

 また、本日、机上に配付させていただいて

おります資料は、子ども支援専門部会の委員

名簿、委員からいただきました事前質問に対

する回答が、右上に配付資料として１－１か

ら１－５までございます。あと、“おうちで

もカギかけて！”というチラシをＡ５版で１

枚、机上に置かせていただいております。こ

のほかに、第２期子ども・子育て支援事業計

画がございます。 

 以上が本日の資料になりますが、不足等は

ございませんでしょうか。大丈夫ですか。 

 続きまして、子ども支援専門部会は今年度

の最初の回となりますので、部会員並びに特

別部会員をご紹介させていただきます。恐縮

ではございますが、名簿順でお名前をお呼び

いたしますので、その場でご起立をお願いい

たします。 

 部会員の皆様よりご紹介いたします。 

 まず、部会長となります、日本体育大学よ

り、齊藤多江子様です。 

 続いて、足立区民生・児童委員協議会より、

小林尚子様です。 

 

小林部会員 

 小林です。よろしくお願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、足立区女性団体連合会より、片野

和恵様です。 

 

片野部会員 

 片野和恵でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、足立区住区センター連絡協議会よ

り、西方榮様です。 

 

西方部会員 

 西方です。よろしくお願いします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、足立区民間保育園連合会より、川

下勝利様に替わりまして新しく委員となら

れました、馬場新太郎様です。 

 

馬場部会員 

 馬場です。よろしくお願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、足立区私立幼稚園協会より、古庄

宏吉様です。 

 

古庄部会員 

 古庄です。よろしくお願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、足立区立小学校ＰＴＡ連合会より、

大西洋平様です。まだお見えになってはおり

ません。 
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 続いて、足立区立中学校ＰＴＡ連合会より、

田中孝子様に替わりまして新しく委員とな

られました、宮本明彦様です。 

 

宮本部会員 

 こんにちは。よろしくお願いします。お世

話になります。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、副部会長となります、足立区社会

福祉協議会より、吉田厚子様に替わりまして、

新しく委員となられました、久米浩一様です。 

 

久米部会員 

 久米です。どうぞよろしくお願いします。 

 

安部子ども政策課長 

 続きまして、特別部会員の皆様をご紹介い

たします。 

 まず、東京未来大学より、小谷博子様です。 

 

小谷特別部会員 

 東京未来大学の小谷です。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、足立区小規模保育室連絡会より、

中嶋篤子様です。 

 

中嶋特別部会員 

 よろしくお願いします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、ファミリー・サポート・センター

提供会員、高祖常子様です。本日は所用によ

り欠席でございます。 

 続いて、足立区子育て支援関係団体より、

三浦昌恵様です。 

 

三浦特別部会員 

 三浦です。よろしくお願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、子育て当事者の飯田今日子様です。

本日はまだお見えになっておりません。 

 続いて、子育て当事者の小田恵美子様です。 

 

小田特別部会員 

 小田です。よろしくお願いします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、足立区民生・児童委員協議会より、

首藤広行様です。 

 

首藤特別部会員 

 首藤です。よろしくお願いします。 

 

安部子ども政策課長 

 なお、足立区認証保育所連絡会よりご参加

いただいておりまして、引き続き特別部会員

をお願いしておりました廣島清次様におか

れましては、７月３日の朝、ご逝去されまし

た。謹んでお悔やみ申し上げますとともに心

からご冥福をお祈りいたします。 

 続いて、部会員の区職員をご紹介いたしま

す。 

 まず、あだち未来支援室長、楠山慶之でご

ざいます。 

 

楠山委員 

 楠山です。よろしくお願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、地域のちから推進部長、依田保で

ございます。 
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依田委員 

 依田でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 

安部子ども政策課長 

 続いて、子ども家庭部長、上遠野葉子でご

ざいます。 

 

上遠野委員 

 上遠野でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 部会員並びに特別部会員のご紹介は以上

でございます。 

 新しく委員となられました方の委嘱状は、

６月３０日に発送されております足立区地

域保健福祉計画策定部会の資料に同封して

おりますので、ご確認いただければと思いま

す。 

 なお、議事に入ります前に、子ども支援専

門部会について簡単に説明をさせていただ

きます。 

 足立区では、地域保健福祉を推進するため、

区長の附属機関として条例で足立区地域保

健福祉推進協議会を設置し、専門事項を調査

するために部会を置いております。 

 この子ども支援専門部会においては、主に

子ども支援施策についてご審議をいただい

ております。 

 また、平成２７年度から開始された子ど

も・子育て支援新制度では、特定教育・保育

施設や特定地域型保育事業の利用定員の設

定に関すること、また、子ども・子育て支援

事業計画の策定や進捗管理・改正等に関する

こと、そして、子ども・子育て支援に関する

必要事項及び施策の実施状況を調査審議す

る合議制の機関として、子ども・子育て会議

を自治体ごとに設置することが努力義務と

されております。 

 足立区では、足立区地域保健福祉推進協議

会、この子ども支援専門部会を含みますが、

この子ども・子育て会議の役割を担い、調査・

審議を行っております。 

 子ども支援専門部会は、足立区のさらなる

子ども支援及び子育て支援を推進するため

重要な審議の場であることをご理解をよろ

しくお願いいたします。 

 部会員の区立小学校ＰＴＡ連合会の大西

様がお見えになりましたので、ご紹介いたし

ます。 

 続きまして、進行上ご協力いただきたいこ

とがございます。本日の開催に当たって、部

会員、特別部会員以外の参加は原則、案件の

説明者のみとさせていただきます。 

 また、情報連絡事項に関する案件は、事前

にご覧いただいていることを前提に説明を

割愛させていただきますが、一括質疑のお時

間を設けさせていただいておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、ただいまより子ども支援専門部

会を開催いたします。 

 この専門部会は、足立区地域保健福祉推進

協議会子ども支援専門部会設置要綱第５条

第１項により、過半数の出席により成立いた

します。現在、過半数に達しておりますので、

会議は成立しております。 

 また、本日の会議は足立区地域保健福祉推

進協議会公開要綱に準じて、傍聴席をご用意

しております。会議中は録音、写真、ビデオ

撮影等は禁止となっておりますので、ご理解

のほどをお願いいたします。 

 議事の円滑な進行に何とぞご協力をお願

いいたします。 

 それでは、議事に入ります。ご発言いただ

く場合は、恐れ入りますが、手元のマイクの
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ボタンを押していただき、お名前をいただい

てからお話しください。お話を終えましたら、

再びマイクを押していただければと思いま

す。 

 それでは、齊藤部会長、議事の進行をよろ

しくお願いいたします。 

 

齊藤部会長 

 それでは、始めさせていただきます。 

 本日の案件は、審議・調査事項が１件、報

告事項が４件、情報連絡事項が３件となって

おります。 

 本日の会議終了時刻は午後３時３０分頃

を予定しております。各項目の審議に当たり

まして、委員の皆様のご協力をよろしくお願

いいたします。 

 議事の進行につきましては、従来どおり審

議・調査事項と報告事項のみ、事務局より説

明いただきます。情報連絡事項は事前にご覧

いただいていることを前提に、説明は割愛さ

せていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

 また、各案件に対する事前質問への回答は、

その都度、ご説明いただきます。 

 まずは、審議・調査事項（１）「足立区子

ども・子育て支援事業計画」の令和４年度実

績についてを安部子ども政策課長より説明

をお願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 子ども政策課長の安部でございます。着座

にて説明をさせていただきます。 

 「足立区子ども・子育て支援事業計画」の

令和４年度の評価概要をご説明させていた

だく前に、新しく委員になられた方もいらっ

しゃいますので、まず、この計画がどのよう

なものなのかをご説明をいたします。 

 お手元にございます「足立区子ども・子育

て支援事業計画」の冊子の５ページをご覧い

ただけますでしょうか。 

 本計画は、足立区基本計画の子ども・子育

てに関連する分野別計画です。子ども・子育

て支援法第６１条に基づく区市町村子ども・

子育て支援事業計画として、さらに、次世代

育成支援対策推進法第８条に基づく次世代

育成支援対策を内包する計画となっており

ます。計画の対象は、就学前児童、ゼロ歳か

ら６歳と、その保護者を基本としております

が、青少年の成長支援に関することでありま

すとか、学童保育室に関することも対象とし

ております。 

 ９ページをご覧いただけますでしょうか。

計画の進捗管理につきましては、本計画で定

めた施策を実効性のあるものとするため、定

期的に足立区地域保健福祉協議会、当子ども

支援専門部会を含みます、を開催し、ＰＤＣ

Ａサイクルの下、対象事業の実施状況等につ

いて、客観的かつ専門的な立場から意見交換

を行います。実施状況の点検評価については、

推進協議会での調査審議を経た後、議会に報

告し、ホームページで公表をいたします。 

 ３６ページをご覧ください。計画の施策体

系です。子どもの支援と親支援、２つの施策

群からなり、２つの施策群に連なる８つの施

策に成果指標を設定しております。さらに、

８つの施策に連なる事業に活動指標を設定

しております。お時間の都合上、この場では

詳しくご説明できませんが、新しく委員にな

られた方は、この計画をお持ち帰りいただい

て、お時間のあるときにご覧いただければと

いうふうに思います。 

 それでは、資料の説明に移らさせていただ

きます。配付した資料１ページをご覧いただ

けますでしょうか。件名、所管課名は記載の

とおりでございます。 

 まず、１番の評価の方法です。１次評価は
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各事業担当課が自己評価を行っております。

２次評価は子ども家庭部が達成率や効果、方

向性を評価します。これから説明する内容は

この２次評価で、子ども政策課が各施策を総

合的に評価しました。評価内容についての委

員の皆様からご意見等があれば、頂戴したい

というふうに思っております。 

 それでは、評価の概要を説明いたします。

項目２、令和４年度施策ごとの評価概要をご

覧ください。まず、施策群１の施策１の１、

子どもの心身の健全な発達の支援です。こち

らは食育や歯科検診の取組、読書習慣、運動

遊びなど、子どもの心と体の基礎となる生活

習慣づくりを推進しております。令和４年度

二次評価は５点満点で３．５点とさせていた

だきました。子ども家庭部の意見は記載のと

おりでございます。 

 続きまして、施策１の２、就学前からの学

びの基礎づくりです。乳幼児期の教育、保育

内容の質の向上により、小学校教育へつなが

る子どもたちの学びの基礎づくりを推進し

ています。令和４年度の２次評価、４点とさ

せていただいております。同じく、子ども家

庭部の意見は記載のとおりです。 

 続きまして、１の３、特別な支援を要する

子どもの状況に応じた支援の充実です。発達

障害などの様々な悩みや課題を抱える子ど

もたちが、それぞれの特性に応じた支援が受

けられるよう、支援体制の充実を図っており

ます。こちらは２次評価で５点というふうに

させていただきました。 

 ２ページをご覧ください。施策１の４でご

ざいます。施策名は子どもが社会と関わる力

を育むための成長支援です。家庭や地域と連

携しながら、様々な学び、体験の場を広げ、

子どもたちが自ら可能性を見つけて伸ばし

ていけるよう支援をしています。こちらは４

点とさせていただいております。 

 次に、施策群の２です。２の１、妊娠、出

産、子育ての切れ目のない支援の充実です。

子育て支援を充実し、安心して妊娠、出産、

子育てができるように、切れ目のない支援を

行います。また、子育てサービスを円滑に利

用できるよう、親子の居場所や交流の場など、

情報提供や悩みの相談環境の充実を図って

いきます。評価は４点とさせていただいてお

ります。 

 続きまして、施策２の２、子育てと仕事の

両立支援です。多様な働き方を背景とした保

護者の保育ニーズに応じた教育、保育サービ

スを確保いたします。また、多様な働き方を

可能とするために、パートナーの積極的な家

事、育児参加の意識を醸成します。２次評価

は３点としております。 

 ３ページになります。施策２の３、困難を

抱える子育て家庭への支援と虐待の防止で

す。児童虐待の予防、早期発見、早期対応等

を図るため、地域におけるきめ細やかな体制

の充実を進めます。また、困難を抱える子育

て家庭の悩みや相談に応じ、経済的支援をは

じめ、親と子どもに寄り添った様々な支援を

行います。令和４年度の評価は４点とさせて

いただいております。 

 最後、２の４、施策名は安全・安心に子育

てのできる生活環境の整備です。妊産婦、子

育て等、全ての人たちが安全・安心に外出で

きるよう、ユニバーサルデザインの視点に立

ったまちづくりを推進していきます。令和４

年度、２次評価は５点とさせていただいてお

ります。 

 以上が評価の概要の説明になります。 

 次に、古庄部会員より事前に質問をいただ

いておりますので、回答をさせていただきま

す。 

 追加で資料配付しております配付資料、右

上１－１という資料をご覧いただけますで
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しょうか。併せて別添１、令和５年度施策評

価表をお手元にご用意ください。この別添１

という資料が先ほどご説明させていただい

た施策評価の詳細をまとめたものでござい

ます。 

 この資料の８ページ、９ページをお開きい

ただけますでしょうか。８ページ、９ページ、

見開きになってございますが、こちらで施策

１の２の評価内容を記載しております。この

うち、右のページです、９ページに施策を構

成する主な事務事業の進捗状況として、項番

で７、８となっている２つの事業と、その中

で３つの活動指標を記載しております。 

 質問の内容としましては、この３つの活動

指標のうち事業８にある２つの指標のうち

上のところの年齢別研修のうち、集合研修

（運動）参加人数について、なぜ運動に関す

る研修のみを指標にしているのかというも

のでございます。 

 回答は記載のとおりとなりますが、特に下

段の部分にありますとおり、事業７のほうで

施設に対する指導検査であるとか人権保護

を通して質の高い教育・保育の実践につなげ

ていき、事業番号８の就学前教室の推進とし

て、保育者が運動遊びの研修受講や幼保小接

続期カリキュラムの活用を進め、子どもたち

が生活や遊びの中で楽しく様々な動きを経

験し、小学校生活への基礎づくりにつなげて

いきたいというふうに考えております。区で

は様々な研修を実施しておりますが、本計画

内におけるその施策の活動指標については、

集合研修（運動）という形にさせていただい

ております。 

 １枚めくっていただいて、２ページをご覧

いただけますでしょうか。２ページにつきま

しては、施策１の３及び施策２の３について、

１の３については特別な支援を要する研修

を担当する人員配置に関すること、２の３に

ついては人材の確保、定着に関する点で、幼

稚園に対する支援の拡充についての質問と

いう形になります。 

 こちらも回答は記載のとおりとなります

が、個別にご相談させていただければという

ふうに思っております。 

 以上で私からの説明は終了となります。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

齊藤部会長 

 ありがとうございました。それでは、この

案件について、ご意見等はございますでしょ

うか。 

 古庄委員。 

 

古庄部会員 

 足立私立幼稚園協会の古庄と申します。こ

の施策の１の３、特別な支援を要する子ども

の状況に応じた支援の充実、これは評価が５

ということは、一番いいということですね、

となっておりますけれども、昨日、私どもの

幼稚園に通っている園児の保護者がげんき

のほうに発達の相談でお電話しました。そう

したら、その面談の日が１０月になるという

ことなんですね。１０月３日だったか、にな

るということで、いや、そんなに、特別支援

を要する方、そういうお子さんは増えている

ことは私も存じておりますけれども、今申込

みをして１０月というのは、それは５の評価

なんだろうかというふうに思うんですが、い

かがでしょうか。 

 

安部子ども政策課長 

 ありがとうございます。この５という評価

につきましては、別添１のページでいうと１

０ページ、１１ページのところになりまして、

ここの成果指標であるとか活動指標を見て、

５という評価をさせていただいております
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が、古庄委員のおっしゃるとおり、今、相談

がなかなかできなくて、本来であれば当然、

１か月以内であるとかということで相談を

受け付けたいところではあるんですけれど

も、なかなか難しい現状であることは確かに

ございます。こちらとしても、そこは課題と

して感じておりますので、この評価は評価と

して、それとは別に、次年度に向けて面談ま

での期間の短縮を進めているところでござ

います。 

 

古庄部会員 

 ということは、５の評価が本来ないんじゃ

ないか、この評価基準は５ですけれども、評

価基準を見直す必要もあるのではないかと

思います。それは意見です。 

 

上遠野委員 

 今の古庄委員のご意見に対して、こういう

計画、指標であるとか、その辺が適正なのか

というところは、いつも議論になるところか

と思います。今回の評価について、最終的に

委員会で幾つにするかはこの後、皆さんのご

意見だと思うのですが、次期計画の策定に当

たりまして、また、ちょうど今年度調査をし

て来年度に新しい計画をというような流れ

になっておりますので、そのあたりでより適

正な指標にしていく必要はあるなというの

は、私どもも同じように感じております。今

後の検討の中で改善に向けては努力してい

きたいと思っております。 

 

齊藤部会長 

 では、中嶋委員。 

 

中嶋特別部会員 

 計画を作って進捗をしていくということ

は、とても難しいことで、それを、しかも指

標で表していくということは、とても、それ

が妥当なのかどうかという評価は誰にもで

きなかったりするところでもあるので、難し

いということは重々分かるんですが、区民が、

この計画について区として５点をつけまし

たということは、これ以上、施策は進まない

と思ってしまうんですよね。なので、今の一

つ一つの事例をあげつらって見ていけば、い

ろいろなことがあると思うので、この指標に

ついては確かに指標は到達したかもしれな

いけれども、違う指標を設けるべきかもしれ

ないというコメントが必要だとすれば、そこ

を盛り込んで４．５にするとか、いろいろな

やり方があると思うんですが、５にされると、

本当にこれで全部足立は完璧なんですかと、

それっておかしくないですかと言いたくな

ってしまう気持ちもすごくよく分かるので、

ご一考いただければと思います。 

 

上遠野委員 

 子ども家庭部長の上遠野です。本当にこの

委員会で皆様にまさにご意見、ご審議をいた

だいて、評価として固めていくという会だと

思っておりますので、事務方としてはこうい

う形で取りあえず現在の指標に合わせての

評価をつけたけれども、委員会としてはここ

は足りないのではないかというご意見を頂

戴して、点数等を調整していただくというの

はもちろん結構なことだと思っております

ので、そのあたりはぜひこの中でご議論いた

だいて、ご意見頂戴できればと思います。 

 

齊藤部会長 

 ほかにはいかがでしょうか。小谷委員。 

 

小谷特別部会員 

 違う議題になるのですが、２０ページのバ

リアフリーやユニバーサルデザインについ
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て意見を述べさせてください。私の勤務する

東京未来大学は堀切駅が最寄り駅なのです

が、堀切駅の上りホームのバリアが本当にひ

どくて困っています。昨日も２組のお母様方

に授業協力のために大学にお越しいただい

たのですが、堀切駅の石の階段の前で、ベビ

ーカーのお子さんと共に大変困惑されてい

ました。私もてっきり抱っこ紐でこられると

思っていたので、私一人で堀切駅にお迎えに

行っておりまして、彼女たちがベビーカーで

降りてきた時は愕然としました。同じ電車で

降りてきた学生たちに声を掛け、石の階段と

陸橋のところも含めて一緒にベビーカーで

運んでもらったので、ことなきを得ましたが、

私が迎えに行かずお母様たちだけだったら

立ち往生していたと思います。 

その後も、車椅子を利用する小学生とお母

様が一緒に未来大に来てくださったのです

が、私もお車でこられると思って、大学の校

門で待っていましたら、「堀切駅で動けなく

なっています。」と連絡が来て、慌てて学生

二人と共に堀切駅上り線ホームまでお迎え

に行きました。お子さんを私が抱っこし、学

生たちに二人で車椅子を運び、お母様にはお

荷物を持ちつつ、お子様へのお声がけをお願

いし、なんとか大学までいらしていただきま

したが、大学に到着したときには、皆ぐった

りしておりました。 

未来大では日頃から地域の親子を対象に

様々なイベントを実施しており、赤ちゃん連

れのママさんや障害児のお子さんが来るこ

とも多いので、駅のバリアフリー化を何とか

お願いしたいです。バリアフリーの項目も評

価が５になっているのですが、足立区の駅に

ついて、今後どのような計画になっているの

か教えていただけたらと思います。 

 

安部子ども政策課長 

 子ども政策課長でございます。今おっしゃ

った、ページとしましては２０ページ、２１

ページという形になりまして、成果指標のと

ころ、指標１のところに幾つか、子ども・子

育てに関連する事業ということで事業を列

記させていただいておりますので、ここが中

心という形になりまして、ここをご覧いただ

いているとおり、基本的に公立施設を中心に

指標を定めさせていただいているところで、

先ほどと同様の形になりますが、ここも指標

上は達成しているという形になりますので、

５という形にしてございますが、今おっしゃ

るように、確かに堀切駅はおっしゃるとおり

の状況ではございますので、一旦ちょっと所

管と話をしながら、駅なので、どこまででき

るかというのはあるかと思いますが、話をさ

せていただきたいというふうに思います。 

 

齊藤部会長 

 ほかにいかがですか。よろしいでしょうか。 

 この後、この結果だけではなくて、毎年、

外部評価も入っていらっしゃって、その中で

もきっとご意見が出ているかと思います。こ

ういった指標も、確かに委員の皆様おっしゃ

るように、作るのも難しいですけれども、こ

のように数値で目標値、達成率というふうに

出している状態ですので、そういったことが

見えやすい指標を作らないと難しいところ

もあるのかなというふうには感じているん

ですけれども、かなり達成されているという

ことは、そこまで努力をされているというこ

とですので、ステップアップというところで、

また次の段階というところで、指標等をまた

工夫していただければ有り難いなというふ

うに思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、本案のとおり進めていくという

ことでご異議ありませんでしょうか。よろし
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いでしょうか。 

 では、異議なしということで、進めていた

だければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、報告事項に入ります。 

 報告事項（１）学童保育室における実地調

査の結果について、及び報告事項（２）令和

５年度学童保育室の入室申請及び待機児童

の状況についてを、江川住区推進課長より説

明をお願いします。 

 

江川住区推進課長 

 住区推進課長の江川でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうから、まず４ページに

なります、件名が「学童保育室における実地

調査の結果について」、ご説明させていただ

きます。 

 学童保育室の保育の質の維持向上を目的

に、昨年度から区の職員が統一的な基準で評

価や助言を行う実地調査というものをモデ

ル的に行いましたので、その結果のご報告と

なります。 

 １番ですが、昨年度実施した保育室数は２

１施設となります。それから、２番が実地調

査結果の、まず（１）が評価方法でございま

すけれども、ここに記載がございます評価事

項の項目、全項目で９４項目ありまして、満

点が９４点となります。その中で９割以上の

ものをＡ評価、８割以上のものをＢ評価、そ

れ以下のものをＣ評価としております。 

 それから、５ページがその評価に基づいて

行った結果でございます。（２）が学童保育

室の施設種別ごとの総合評価になりまして、

直営、住区、民設学童ごとに分けて総合評価

の結果を記載させていただいています。 

 それから、（３）につきましては、その総

合評価をもう少し分けて、施設管理、安全対

策など、そういった項目ごとに行った結果を

記載させていただいております。 

 それから、６ページ、３の主な指摘内容と

その対応状況でございます。（１）が指摘が

多かった項目と、その対応状況という形にな

りまして、例えば１番のところにございます

点検表の不備などにつきましては、２１施設

のうち１０施設でそういったものが見られ

ましたという見方になります。こういったも

のにつきましては、実地調査を行ったところ

で、その場で指導を行い、改善についても確

認をしているところです。 

 それから、（２）につきましては、一部の

施設で見られた指摘項目というものを記載

させていただいております。こちらに記載が

あるような項目につきましては、継続的に見

ていく必要もございますので、各学童保育室

のほうで事業改善計画を策定していただき、

その状況を今年度、区の職員が改めて年に３、

４回程度訪問するなどして、継続的に改善に

向けて助言等を行っていく予定でございま

す。 

 ４番が今年度、令和５年度の実地調査でご

ざいますけれども、今年度から本格実施をさ

せていただいておりまして、全学童保育室の

半数に当たる６２施設で行う予定です。以降、

２年に１回、全ての学童保育室の実地調査を

行う予定です。 

 古庄部会員のほうから事前質問がござい

ました。配付資料１－１の３ページでござい

ます。ごめんなさい、間違いました。配付資

料１－２、片野部会員からのご質問になりま

す。 

 総合評価がＣという施設に対して、今後ど

のように指導、対応を行っていくのかという

ところのご質問がございましたけれども、今

少しご説明させていただきましたとおり、指

摘事項につきましては、各施設で昨年度、改
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善計画を策定していただいております。その

計画に基づいた取組状況を区の職員が改め

て訪問や電話などにより、その進捗状況を確

認してまいります。 

 総合評価がＣだった施設につきましては、

特に他の施設に優先して訪問などを行うこ

とで、継続的に改善に向けた助言、指導を行

っていく予定でございます。 

 続きまして、７ページになります。件名が

令和５年度学童保育室の入室申請及び待機

児童の状況についてでございます。 

 １番が学童保育室の令和５年４月１日の

開設状況でございますけれども、千住西地区

と鹿浜地区で計３室、開設をしております。 

 それから、２番が入室申請の状況でござい

ますが、表のところをご覧いただきますと、

まず、対象学齢児数につきましては毎年度減

少しておりますけれども、学童保育室の申請

者数は少しずつ増えておりまして、申請率に

つきましては現在１８％になってございま

す。 

 ３番が待機児童の状況でございます。棒グ

ラフのほうが待機児童数となっておりまし

て、こちらが昨年よりも１９名増えてしまっ

た２６３名が待機児童数となっております。 

 それから、８ページ、こちらの（２）が学

年別の申請者数や待機児童数を記載させて

いただいております。学童につきましては、

やはり低学年の申請が多いという状況にな

ってございます。 

 それから、４番が今後の方針でございます

けれども、今ご報告させていただきました待

機児の解消に向けまして、需要が特に多い地

区、８地区で現在、民設学童保育室の公募を

行っている状況でございます。誘致に当たり

ましては、信用金庫ですとか宅建協会などと

連携しながら物件情報を集積するとともに、

小学校から近距離であれば対象地域として

認めるなどの条件も少し緩和するなどして、

公募を行っている状況になります。 

 それから、９ページが３３地区の細かく分

けた表になってございます。それから、１０

ページが今年度公募を行っている地区の地

図をつけさせていただいております。 

 そして、古庄部会員のほうから、こちらに

ついて事前質問がございました。今公募をし

ている地区におきまして、既に小学校を利用

しての学童保育室は実施済みなのですかと

いうご質問でございましたけれども、８地区

のうち１２校の小学校がありまして、その中

で小学校内に学童保育室を整備しているの

は７校となっております。学童保育室の整備

に当たりましては、改築などの際に小学校内

に学童保育室を設置するということを基本

に今、整備を進めているところでございます

が、それ以外の方法として、地区内の可能な

限り小学校に近い場所に今、民設学童保育室

の誘致を進めているところでございます。 

 私からは以上となります。 

 

齊藤部会長 

 ありがとうございました。それでは、この

案件について、ご意見等ございますでしょう

か。 

 古庄委員。 

 

古庄部会員 

 事前質問についてお答えいただきまして、

ありがとうございます。小学校改築の際には

小学校内に学童保育を設けることを基本と

しているということですが、改築をしないと

学童保育は設けられないということでしょ

うか。何か設けられない理由があるんでしょ

うか。 

 

江川住区推進課長 
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 住区推進課長の江川でございます。ただい

まのご質問ですけれども、まず、学校の空き

教室につきまして確認を取っておりますけ

れども、学童保育室に転用できる空き教室が

ないというふうに聞いているところが１つ

ございます。そこが大きな課題となっている

ところでございます。 

 

齊藤部会長 

 ほかには。どうぞ。 

 

古庄部会員 

 空き教室がないんですか。何か見ると、学

級数はずっと減ってきておりますので、空き

教室はあるんじゃありませんか。 

 

上遠野委員 

 子ども家庭部長の上遠野です。学校、確か

にお子さんは減っているんですけれども、最

近は少人数の指導なども学校はやっていた

り、あと、スクールカウンセラーなども設置

していて、相談室であるとか、結構様々な用

途に教室が使われていて、なかなか学童に転

用するお部屋というのが難しいというふう

には聞いています。 

 足立区が学校を改築する際には、最初の設

計段階から入れてしまうので、十分対応可能

なわけですが、なかなか現在の学校の中で作

るというのは意外と難しいというか、お子さ

んが減っている状況ではありますけれども、

様々な用途で今、教室を使っているので、難

しいということは聞いているところでござ

います。 

 

齊藤部会長 

 片野委員。 

 

片野部会員 

 片野と申します。よろしくお願いいたしま

す。空き教室の件なんですが、例えば、学童

保育に使うときに１階でなければならない

とか、そういう何か縛りのようなものがある

んでしょうか。 

 

江川住区推進課長 

 ただいまのご質問ですけれども、必ずしも

１階でなければいけないということではな

いです。 

 

片野部会員 

 ありがとうございます。学校に行きますと、

確かに今、上遠野委員おっしゃったように、

空き教室は出てきていても、ほかのところで

転用する、そだちの教室って、いろいろ細か

く分けて使っているので、なかなか広いスペ

ースを利用する学童に向いたようなスペー

スはなかなか空いてこないのかなというの

は実感として持っています。 

 

齊藤部会長 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

古庄部会員 

 学校でお子さんが学童に通えるというの

が一番、危険もないですし、やっぱり学校か

ら違う場所へ移るということは、それだけリ

スクもあったりしますので、そういった意味

では学校に併設するということが一番望ま

しいと思いますので、ぜひ、今は空きがない

ということですけれども、進めていただきた

い。改築の際というと、いつになるか分から

ないというふうに思いますので、できました

らそうしていただくのが一番かと思います。 

 以上です。 

 

齊藤部会長 
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 よろしいでしょうか。 

 小林委員。 

 

小林部会員 

 小林です。教えていただきたいんですけれ

ども、待機児童の学年がばらけていて、待機

児童がそれぞれいらっしゃると思うんです

けれども、これというのは学年ごとに学童の

部屋が決まっているということでしょうか。

というのは、４年生あたりが多いような気が

するんですけれども、その辺を教えていただ

きたいなと思います。 

 

江川住区推進課長 

 住区推進課長の江川でございます。ただい

まのご質問についてですけれども、学年ごと

に教室を分けているということではござい

ません。ただ、どうしても保育のニーズとい

うもので見ますと、低学年の需要が高いとい

うところがございますので、また、区として

もそこを優先的に入室できるような、今、審

査基準を取っておりますので、１年生、２年

生、３年生ぐらいまでが入れて、どちらかと

いうと高学年の方が待機として出てしまっ

ているという、そういう状況は確かにござい

ます。 

 

齊藤部会長 

 よろしいでしょうか。 

 では、報告事項（３）のほうに進みたいと

思います。「低所得の子育て世帯に対する子

育て世帯生活支援特別給付金」の支給につい

てを、松本生活・暮らし臨時給付金担当課長

より説明をお願いします。 

 

松本生活・暮らし臨時給付金担当課長 

 皆さん、こんにちは。ただいまご紹介にあ

ずかりました福祉部の生活・暮らし臨時給付

金担当課長の松本でございます。こちらの報

告事項の案件、座って説明させていただきま

す。失礼いたします。 

 では、資料に沿って説明をさせていただき

ます。こちらの給付金でございますが、国の

事業として、現在の物価高騰に伴う低所得の

子育て世帯の支援ということで、国の基準に

よって支給をする内容となっております。 

 項番１の対象児童でございますが、こちら

は国が定めた基準で、（１）番がひとり親の

世帯、（２）番がそれ以外の世帯ということ

になっております。それぞれ記載のとおりで

ございますが、こういったところのご説明を

させていただきます。 

 （１）のひとり親世帯でございますが、ア

のところが、確定をしている３月分の児童扶

養手当の受給者及び４月分のというところ

で、ここまでは国のほうで、申請を要せず、

全国的に各自治体のほうに、振込をするよう

にということの内容で、こちらのほうは国の

ほうの基準に沿って支給を進めさせていた

だきました。 

 それ以外のイとウとエに関しては、記載の

内容で、対象に当てはまる方が申請をして、

そちらのほうの審査の上で支給をするとい

う形になります。 

 （２）番のほうでございます。ひとり親世

帯以外ということで、アのところが、こちら

も申請不要ということで、前回もこちら、昨

年度もこういう給付があったんですが、そこ

の対象だった方に迅速に直接支給をという

ことで、こちらのほうもひとり親と同時期に

支給をしております。 

 イのほうが、こちらが記載の内容で、今年

に入ってから収入が下がって、物価高騰の影

響も受けてというところで、非課税相当にな

った方などを中心に、一定の収入の基準額を

満たす方に対して申請によって支給をする
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内容となってございます。 

 続きまして、１２ページでございます。今

の支給状況というところで、（１）がひとり

親世帯の部分、（２）がその他の世帯の部分

での、先ほどの申請を要せずに直接振り込む

ところでの対象の部分でございます。こちら

は５月２６日以降ということで、２６日から

支給で、記載のとおり、大体全体の７割程度

の方にはこちらで支給は済んでいる形にな

っております。 

 大きな３番が支給額で、対象の児童１人に

つき５万円でございます。 

 ４番で、今後の処理スケジュールでござい

ますが、（２）番の申請の必要な方というと

ころで、申請が不要だった方のほうの支給が

おおむね済んでまいりましたので、今月から

こちら、申請が必要な方の対応を順次、始め

ているところでございます。 

 記載の方々で、７月３日以降の発送で、区

のほうで把握をしているそれぞれの対象の

ところで、支給の可能性がある方のところに

書類の発送などを行って、今、順次受付を始

めております。細かい対象の可能性のところ

は、※の１から４のほうに記載をさせていた

だいております。 

 ５番の周知方法で、こちらは対象となる可

能性のある方への、先ほど申し上げた直接の

書類の送付、あるいは家計、収入が急変した

方なども想定されますので、広く周知するた

めに、足立広報等の全体広報も使って周知に

努めてまいります。 

 私のほうからは説明、以上でございます。 

 

齊藤部会長 

 ありがとうございました。それでは、この

案件について、ご質問やご意見はありますで

しょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 では、報告事項（４）のほうに進みたいと

思います。令和５年４月１日の保育所等利用

待機児童の状況について、蜂谷私立保育園課

長より説明をお願いします。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 私立保育園課長の蜂谷と申します。よろし

くお願いいたします。着座にて説明させてい

ただきます。 

 私からは、令和５年４月１日現在の保育所

等の待機児童の集計結果が整いましたので、

その報告でございます。 

 資料の１４ページ、ご覧ください。この調

査でございますが、国が毎年実施している調

査でございます。１４ページの２番のところ

に今年度の待機児童集計結果が出てござい

ますが、令和５年度４月１日現在で待機児は

ゼロといった結果になりました。 

 足立区におきましては、令和３年度に待機

児ゼロを達成したところでございますが、昨

年度、保護者の希望と空きの施設のアンマッ

チがございまして、１名出てしまいましたが、

今年度またゼロに戻ったというところでご

ざいます。 

 １５ページの５番をご覧ください。保育需

要率の推移を掲載してございます。保育需要

率につきましては年々高まってございまし

て、保育を必要とする方の割合が増えている

といったところでございます。 

 １６ページ７番。空き施設の定員数の状況

でございますが、保育施設の種別ごとに空き

定員の数を示したものでございます。括弧の

中は前年度と比べた増減の数字でございま

す。かなり保育施設の定員は充足してござい

まして、受皿は十分に整ってきた状況でござ

いますが、逆に今こういった状況で、空きが

生じているといったところでございます。 

 現在の課題でございますが、年度当初、４
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月１日の待機児がゼロということになって

はございますけれども、年度途中に保育を必

要とする方が増えてございまして、特に０歳、

１歳を中心に待機児が生じていますので、今

こちらにお示ししている空きの状況、年度当

初のものでございますが、これが徐々に埋ま

ってくるといった状況がございます。 

 一方、４、５歳のほうにつきましては、か

なり空きのほうが埋まらない状況が続いて

いるので、年度途中では０、１歳が不足し、

４、５歳は余っているというような状況、ア

ンバランスが今後の課題として捉えており

ます。 

 １７ページ以降につきましては、それぞれ

の角度で集計した表でございますので、後ほ

どお目通しをいただければと思います。 

 本件につきまして、２名の部会員の方から

事前質問をいただいておりますので、そちら

のほうの回答のほうを説明させていただき

たいと思います。 

 まず、配付資料１－１、古庄部会員からの

ご質問をいただいておりますので、そちらの

ホチキス留めの資料３ページをお開きくだ

さい。（３）のところでご質問いただいてお

りますが、資料の１４ページの２番の表でご

ざいますが、こちらが年齢別の集計になって

ございまして、４、５歳を一緒にしていると

いうところにつきましてのご質問でござい

ます。これは、ほかの年齢と同じように個別

の方がよろしいのではないかといったご質

問でございますが、こちらにつきましては、

認可保育所でございますので、認可をしてい

る東京都のほうの認可のときの発行してい

る認可証の表記が４、５歳をまとめた表示に

してございまして、個別の定員設定をしてご

ざいませんので、どうしてもこのような表記

になってしまうというところでございます。

ということでご理解をいただければと思い

ます。 

 続いて、４ページでございますが、上のイ

のところの保育定員の調整ということでご

質問いただいてございます。 

 資料の１６ページにございます、一番上の

６番、保育定員の調整というところの表記に

ついてですが、こちらは認可保育所の入所定

員の抑制と、あとは私立保育園の利用定員の

変更、これはどのようなものですかというこ

とでございますが、公立保育園の入所定員抑

制につきましては、ご質問の中にあるご指摘

のとおりでございまして、区立保育園の利用

定員を減らすといった取組を行うことによ

りまして、私立認可保育所の入園を促してい

るといったところでございます。一方、私立

認可保育所の利用定員の変更につきまして

は、こちらの回答にもございますが、別紙に

アクション・プランから抜粋したものをお示

ししておりますが、私立の認可保育所に支払

っている補助金の計算に当たりましては、利

用定員が少なければ少ないほど単価が上が

るといった現状がございますので、実情に見

合った定員にすることで補助金の率を上げ

るという形で、経営支援を行っているといっ

たところでございます。 

 同じく、その下のウの質問でございます。

令和５年４月１日現在の年齢別入所状況と

いうことで、資料１７ページの表についての

ご質問をいただいてございます。こちらは、

下に再掲というものと別掲というものがご

ざいますが、それぞれの意味はということで

ございますけれども、再掲につきましては、

上の表で示した数字の中に含まれている数

字をその部分だけ抜き出して載せたもので

ございます。別掲というのは、上の表以外の

ものということでご理解をいただければと

思います。 

 こちらの表でございますが、足立区のお住
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まいの児童の入所状況をまとめたものでご

ざいますので、区内に在住しているお子さん

で区外の施設をご利用している方、そういう

方はこの表の中に含めてございます。一方、

区外在住で区内の施設に通っている方、こち

らの数につきましては、足立区のお子さんで

はないので、含めていないといったところで

ございます。 

 あと、②、③ということで、特定地域型保

育事業（３号認定）及び③認可外保育施設等

に係るご質問でございますが、こちらの②と

③の定員は基本的に別かというご質問でご

ざいますが、こちらの施設につきましては認

可定員と利用定員が同じ数字となってござ

います。また、③の区外というのはどういう

ことですかというご質問でございますけれ

ども、これは①と同様に、区内在住で区外の

施設を利用している方の人数となってござ

います。 

 以上が古庄部会員からのご質問の回答で

ございます。 

 もう一方、小林部会員からもご質問をいた

だいてございます。配付資料１－３をご覧い

ただければと思います。 

 １ページの報告事項４のところでござい

ます。待機児童数の調査についてということ

でご質問いただいてございますが、待機児童

がゼロとなっていますけれども、希望はどの

程度かなっているかといったご質問でござ

います。 

 まず、申込者のうち希望の施設に入所した

お子さんの割合でございますが、こちらは全

体の９２．３％でございます。また、兄弟関

係でございまして、このうち同じ園を希望し

た方につきましては８０．１％の方が希望ど

おり入所がかなったといったところでござ

います。 

 私からは以上でございます。 

 

齊藤部会長 

 ありがとうございました。それでは、質問

等ございますでしょうか。 

 馬場委員。 

 

馬場部会員 

 民間保育園連合会の馬場と申します。よろ

しくお願いいたします。現在、次年度からの

定員変更について各園に調査をしていただ

いているところだと思うんですけれども、た

しか、そこには利用定員イコール認可定員と

いう記載があって、私たちは認可定員の変更

だと思っていたんですけれども、この記載を

見ると、今回は利用定員の変更という理解で

よろしいんでしょうか。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 私立保育園課長でございます。今のご質問

にお答えさせていただきます。今、私立の認

可保育所に対して調査を行っている定員の

変更につきましては、利用定員の変更という

ことで調査をさせていただいてございます。 

 なお、補助金の対象につきましては、その

利用定員に基づいて支給されるものでござ

います。 

 以上でございます。 

 

馬場部会員 

 ありがとうございます。 

 

齊藤部会長 

 小林委員。 

 

小林部会員 

 令和３年から待機児童がゼロになってい

るというのは、すごく皆様の努力のおかげと

いうか、とても心強く思っているところです
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けれども、先ほど私、希望を聞いたのですが、

やはり保育園に通わせたくても、子どもの希

望が多様化しているせいか、どの保育園でも

いいということではないように思うんです。

その中で、希望どおりというのが８０％とか

なっていると、希望以外のところで、また別

の施設を利用できたというふうに理解して

よろしいんですよね。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 私立保育園課長でございます。今のご質問

にお答えさせていただきます。先ほどお答え

させていただきました希望がかなった方の

割合９２．３％、兄弟の関係については８０．

１％というふうにお答えさせていただきま

したが、これ以外の方はどうなったのかとい

うところでございますけれども、それにつき

ましては、特定の園を希望していて、そのほ

かの園は希望しないといった状況で、同じお

住まいの地域に空きがある場合につきまし

ては、この待機児の集計からは除外してよい

といった形になってございますので、結果的

に待機児はゼロになっているところでござ

います。 

 ただ、今ご指摘ございました、入所希望に

かなう形での入所できる受皿の確保という

のは課題となってございますので、今後、指

数の計算等も含めて、区のほうも検討してい

きたいと考えているところでございます。 

 

小林部会員 

 ありがとうございます。 

 

齊藤部会長 

 宮本委員。 

 

宮本部会員 

 中学校ＰＴＡ連合会の宮本です。小林部会

員からも質問がありました、同一保育園を希

望したんだけれども、実際かなったのは８

０％ということで、２割が行けないというの

は結構大きい数字かなと思ってしまったん

ですが、実際、身近で上の子と下の子が園が

違ってしまったという話を聞いたことがあ

ります。そうすると何が起こるかというと、

例えば、今までコロナだったんですけれども、

溶連菌がはやっている、インフルエンザがは

やっているというと、よその園の子は園の中

まで連れて入らないでくださいと園に言わ

れてしまうと。未就学児を外に待たせたまま

その子を預けてしまうという実例を最近お

聞きしました。ですので、今後この数字をど

れだけ小さくしていけるかという部分の予

測というか、計画というのはあるのかお聞き

したいなと思ってご質問しました。よろしく

お願いします。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 私立保育園課長です。ご指摘ありがとうご

ざいます。今お話ございましたとおり、希望

できる園に入れないといったところで、特に

兄弟の関係、いろいろな弊害があることは存

じ上げてございます。また、いろいろなとこ

ろからご指摘もいただいておりますので、今

後こちらのほうの施策につきましては、少し

でもこの割合が高まるように、様々な方策を

今、検討しているところでございますので、

またそれが整いましたら、改めてご報告させ

ていただきたいと思います。 

 

宮本部会員 

 ありがとうございます。よろしくお願いし

ます。 

 

齊藤部会長 

 私からも少し。保育施設は最大５施設まで
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希望できますということなんですけれども、

これは順番をつけて希望するんですか。 

 

安部子ども政策課長 

 子ども政策課長の安部です。第１希望から

第５まで書いていただいて、第１希望から順

に入れるかどうかの審査をするという形に

なります。 

 

齊藤部会長 

 では、今後子どもの数がもっと落ち着いて

くる状況の中で、どこまで希望順位が上のと

ころに入っていけるかというところがもっ

と大事になってくるのかなというふうにも

ちょっと感じましたので、その部分を含めて、

よろしくお願いいたします。 

 ほかに。古庄委員。 

 

古庄部会員 

 先ほど利用定員というお話がありました。

それぞれの施設の運営上、運営しやすくなる

ように利用定員を下げるというようなこと

が行われている、実際の定員はもう少し多い、

認可定員は多いというケースがあるわけで

すが、申込みが利用定員を上回ってしまった

場合は受け入れるんですか、受け入れないん

ですか。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 私立保育園課長です。基本的にはその利用

定員のところを上限としておりますが、当然

そこの希望者がそれを超えるような形にな

らないように、事前にこちらのほうでは地域

の保育需要等も鑑みて、変更のほうを認めて

いるところでございます。 

 

古庄部会員 

 ということは、事業者から利用定員を下げ

たいんだけれどもというお話があっても、そ

の見込みがもう少し利用定員より多い方が

入園を希望するんじゃないかという見込み

のときは、それを認めないということがある

ということですか。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 そういったご希望があったときには、保育

園のほうの事業者も含めてですけれども、利

用定員のほうは変えないでほしいというこ

とで協議はさせていただいてございます。 

 

古庄部会員 

 変えないでほしいという、それはお願いで

すか。利用定員は利用定員の枠ですよね。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 利用定員の変更を認めるのは東京都のほ

うになりますので、その事前の協議の段階で

区のほうと調整をさせていただいて、区のほ

うから東京都のほうに進達をするといった

形になってございます。 

 

古庄部会員 

 それは分かりました。それで、利用定員が

決まりました。でも、実際やってみたら、第

１希望で利用定員より多くの申込みがあり

ました、というときにはどうなさるんですか。 

 

蜂谷私立保育園課長 

 私立保育園課長です。今までそういった事

例がなかったので、具体的には申し上げられ

ないんですけれども、基本的には利用定員の

ところが上限になってございますので、一義

的にはそこまでといった形になろうかと思

います。 

 

古庄部会員 
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 利用定員の見直しは気をつけなきゃいけ

ないということですね。分かりました。 

 

齊藤部会長 

 ほかにはいかがでしょうか。よろしいです

か。 

 では、情報連絡事項のほうにいきたいと思

います。説明は割愛させていただきますけれ

ども、事前質問があります。所管から説明を

していただきたいと思います。その後、一括

質疑の時間を設けさせていただきます。 

 まず、配付資料１－３の（２）を、森田学

校支援課長より、配布資料１－４を高橋こど

も家庭支援課長より、ご説明いただきます。 

 では、森田学校支援課長、お願いいたしま

す。 

 

森田学校支援課長 

 学校支援課長、森田でございます。着座に

て失礼いたします。配付資料１－３、小林部

会員から事前質問をいただきました。中段に

ございます放課後子ども教室について、１つ

目が、他の見守りスタッフからも話を聞きた

い、情報交換したいという声を聞きましたが、

区ではどのように対応していますかという

ご質問でございます。 

 まず１つ目は、年間３回、スタッフ研修と

いうのを行っていまして、その中でグループ

ワーク等を通じて意見交換の場を設定して

ございます。 

 ２つ目として、放課後子ども教室は運営支

援を足立区生涯学習振興公社のほうに委託

しておりまして、その職員がそれぞれ担当校

を持っておりますので、その職員が巡回や、

スタッフ会議等にも出席しますので、そうい

う際にいろいろな事例を紹介したり、またご

相談に乗ったりということで適宜対応して

いるところでございます。 

 ２つ目のご質問です。子どもたちに注意す

ることと叱ることの違いや、他の子に迷惑を

かけるときなど、どのように対応すればいい

か分からない、区でのスタッフの育成状況を

教えてほしいというご質問でございます。 

 まず１つ目としましては、スタッフ活動を

開始する際に全ての方に心構えや運営支援

マニュアルというものを配付して、説明を行

っています。マニュアルの中では、例えば児

童を注意するときの留意点だとか、子ども同

士のけんかやトラブルなどの留意点など、具

体的に記載して、活用していただいています。 

 ２つ目としては、スタッフ研修の実施とい

うことで、子どもとの接し方をテーマにした

研修を年１回以上実施しています。昨年度は

２回実施してございます。その研修のほうは

集合研修なり、動画の配信というのも行って

実施しております。 

 ３つ目のご質問です。他の学校の放課後子

ども教室の状況を知りたいが、区からの情報

提供や周知状況を教えてほしいというご質

問です。 

 令和２年度までは学校情報データブック

という冊子、または公社のホームページのほ

うで各校の情報というのを掲載しておりま

したが、その後はコロナ等の影響で、学年分

けの呼びかけとか休止等が多かったという

ことで、開催内容が大幅に変動しているため、

現在は載せておりません。今後、開催内容が

安定したときには、また改めてホームページ

等に掲載して情報提供をしてまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

 

高橋こども家庭支援課長 

 こども家庭支援課長の高橋です。着座にて

説明させていただきます。 

 配布資料１－４でございます。高祖特別部
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会員からのご質問でございます。一時保護所

での子どもの権利が守られているのかどう

か心配しています。保護所によっては外出は

一切不可、筆記用具も自由に使えないなどの

ところがあると聞いています。虐待を受けた

子どもたちも多く、いつまで一時保護所にい

るのか、この先どうなるのかを知らせられな

いケースもあるとのことです。足立区での一

時保護所は大丈夫でしょうかというご質問

でございます。 

 お答えでございますが、足立区にあります

一時保護所での子どもの権利についてでご

ざいますが、令和４年度に東京都児童相談所

一時保護所外部評価が実施されております。

その評価結果、東京都のホームページに掲載

されているところですが、そこの記載を引用

しております。 

 １点目、総合満足度項目で、児童の５９％、

児童からの聞き取りの５９％がとてもよい、

または、ややよいと答えている。２点目、あ

なたが内緒にしたいことは保護所の中でき

ちんと守られていますかとの質問に対して、

８２％が、はいと答えている。３点目、あな

たが保護所でできることや、してもよいこと

について、職員は分かりやすく教えてくれま

したかの質問に対して、８５％が、はいと答

えている。④、職員はあなたに対して丁寧に

接してくれますかの質問に対して、７６％が、

はいと答えているというような状況でござ

います。東京都の足立児童相談所、一時保護

所では、一定の子どもの権利は守られている

のかというふうに考えているところでござ

います。 

 私からは以上でございます。 

 

齊藤部会長 

 ありがとうございました。それでは、情報

連絡事項に関してご意見等ございますでし

ょうか。 

 

小谷特別部会員 

 ぜひ教えていただきたいのですが、私は東

京未来大学こども心理学部心理専攻に所属

しておりますと、たまに虐待を受けたことの

ある学生に出会うことがあります。今回、他

区が自前で児童相談所を立ち上げられると

いうことで、足立児童相談所が足立区だけの

担当になりますが、そのことによって今後ど

のような変化が想定されるのでしょうか。 

こども家庭庁もでき、こども基本法が制定さ

れましたので、その点についてぜひ教えてく

ださい。 

先日も、虐待を受けた経験のある学生たち

が「児童相談所に自分で連絡ができれば、違

ったのではないか？」ということを申してお

りまして、足立区では虐待を受けている当事

者に向けて、どのようなアプローチをしてい

るのかについても教えていただきたいです。

足立児童相談所は足立区にございますが、都

の施設ですので、東京都の職員の方が、今は

対応されているのかなと思うのですが、他区

はもうそれぞれが児童相談所を作っていま

すので、足立区ではどのような連携が図られ

ていくのか詳しく教えていただけたらと思

います。 

 

高橋こども家庭支援課長 

 こども家庭支援課長の高橋です。まず、後

半のほうの質問から。子どもが自分から児相

に連絡できればというふうな、仕組みがあれ

ばということなんですが、基本的に児童虐待

の相談ダイヤルって一般的に知られており

ます１８９というのがあるんですが、全国的

なダイヤルで、そこは地元の児童相談所につ

ながるということで、１８９にかけますと、

これは区ではなく都の児童相談所につなが
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ります。昼間の場合だと、足立区内からかけ

ると、足立児童相談所につながるというよう

な形です。そういう意味では、直接児童相談

所のほうにはつながっていくというのが今

の状況でございます。 

 次の質問ですが、足立児童相談所が今度、

今、管轄が足立区と葛飾区、それを東京都の

児童相談所が管轄している、葛飾区が令和５

年１０月に区としての児童相談所を作ると

いうところになり、足立児童相談所の管轄は

令和５年１０月から足立だけになるという

ような形で、東京都の条例も改正されて、と

いうような状況になっております。 

 そういう意味では、足立区は東京都の児童

相談所と足立区、一対一の関係になるという

ようなところで、都内で同じような関係にな

っているところは、北区が今、実はそうなん

です。北区はもともと北児童相談所があって、

板橋と荒川がそれぞれ区の児童相談所を作

ったので今、北区と一対一になっているとい

うようなところにはなっているんですが、北

区は実は自分たちで作るというような方向

を示していますので、いずれ北児童相談所は

東京都は引き揚げるというような見込みの

ようには聞いています。 

 足立区は区の児童相談所を作らないのか

というような状況なんですが、北区は何で児

童相談所を作るかというと、北児童相談所を

もう建ててから４０年以上、足立児童相談所

は建て替えましたけれども、北区は元の足立

児童相談所より古い建物なんです。そのよう

な背景もあってというようなところで、足立

は今、新しい児童相談所が立ち上がった中で、

今度、足立区が区としての児童相談所を作る

かということになりますと、実は区として児

童相談所を作った場合、あそこの足立児童相

談所はどうなるかといいますと、足立区を管

轄しないことになります。児童相談行政は、

東京都から一部の行政を区が受け取るとい

うわけではなくて、東京都の行政全てをもら

う形になりますので、葛飾区は今度、児童相

談所を作りますが、葛飾区で何かあったとき

は東京都は何も助けてくれない、全て自分の

区でやる、それだけ自治体の責務が広がった

という自治権の拡充の裏返しでもあるんで

すが、そういった一方で、足立区は今後どう

していくのかなんですが、区として作ったと

きには、新築の足立児童相談所が足立を管轄

しないからというのは、じゃ、何のための新

築なのというようなところもありますので、

今回、偶然にも建替えというような形で行わ

れましたので、区といたしましては、区とし

ての児童相談所は建てずに、連携でやってい

く方向で行こうというような流れでござい

ます。長くなりました。 

 

小谷特別部会員 

 ありがとうございました。よくわかりまし

た。虐待を受けたことのある学生たちと話し

ていると、「自分たちがされていることが虐

待だったことに気づいたのは、大学で発達心

理学を学んでから」と申しておりました。中

には、自分で児童相談所に駆け込んだという

学生もおりまして、子どもが自らの意思で助

けを求めるしくみは足立区ではあるのでし

ょうか？  

今は国が「体罰も虐待の一つ」と言うよう

になりましたが、そのことを子どもが知る機

会はあるのでしょうか。「子どもの権利」と

して学校の中で教えたり、子どもが見る場所

にカードか何かを置いてもらって、学校だけ

でなく、自分で直接相談できるしくみが足立

区にもあると良いのではないかなと思いま

した。以上、意見として述べさせていただき

ました。 
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高橋こども家庭支援課長 

 先生おっしゃるとおりで、実際、虐待につ

いての周知ってあまりできていないのが現

状だと思います。足立であえてやっていると

するならば、豆本という小さい、例えば、叩

かれたらとか、よく一人でいないかなとかい

うような、豆本というものを作っています。

これは虐待に当たる、虐待という言葉は使わ

ないんですが、こういうとき連絡してねとい

うカードを作って小学生と中学生に配布等

はしています。あと、ホームページも載せた

りして啓発するようにはしているところで

ございます。やはりこのあたりは引き続き充

実していかなきゃいけないかなというふう

に思っています。 

 

小谷特別部会員 

 こども家庭庁が９月にまたホームページ

を子ども向けにリニューアルするというふ

うに書いてありますので、それに合わせてぜ

ひ改革していただけたらと思います。 

 

高橋こども家庭支援課長 

 ありがとうございます。そのあたりとリン

クするように考えていきたいと思います。 

 

齊藤部会長 

 高祖委員の質問事項に対しての回答が、東

京都児童相談所の外部評価の結果という形

で、はいかいいえの二択なんでしょうかね、

恐らくそうかなと思いますが、例えば４なん

かは、丁寧に接してくれますかという質問に

対して、７４％がはい、それ以外はいいえと

答えているのかなというふうに想像ができ

るので、もちろん高祖委員の質問は足立区の

というふうには書いてあるので、結果として

うまくどんぴしゃなデータがないんだとは

思うんですけれども、この７４％をどう考え

るかというのは、とても大事かなというふう

に個人的には思いますし、いいえと答えてい

る子たちをどう救っていくかというところ

になると思いますので、ぜひそこのあたりは

別の形でご検討いただけると有り難いなと

いうふうに個人的には思っています。 

 ほかにご意見、ご質問、ありますでしょう

か。 

 宮本委員。 

 

宮本部会員 

 中学校ＰＴＡ連合会の宮本でございます。

情報連絡事項の２１ページですね、放課後子

ども教室の件です。夏期休業期間中の実施を

各校の実行委員会に依頼ということで、実際

にどのぐらいの数字ができているのかなと

いうところを見たんですけれども、その結果

が２３ページのウでよろしいんですかね。夏

休みの実施校数でよろしいですかね。 

 この数字だということであれば、思ったよ

り増えていないなと感じました。私が小学校

の会長のときも、公社にお願いして夏休み中

の開催をお願いしたことがあります。といい

ますのは、例えばプール授業に行った際に、

子どもが家を出されて、共働きだと鍵が閉ま

っている場合なんて話も聞いたことがあり

ますし、そうすると、行き場を失ってしまう

低学年の子がどうなってしまうのかなとい

う不安を感じたことがあります。また、すご

く暑いので、お父さん、お母さんが出かける

ときに、あまり電気代無駄にならないように

ねと出かけてしまうと、クーラーを我慢して

しまうような子がいたりというのが現状で

あります。ですので、夏休み期間中は子ども

の命を守るという点でも、実施校の増加は私

はぜひ進めていきたいと思っておるんです

が、この辺はいかがお考えかお聞きしたいと

思っています。よろしくお願いします。 
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森田学校支援課長 

 学校支援課長でございます。ちなみに今年

度は１０校実施ということになっています。

おっしゃるとおり、とにかく補習授業とかの

際に実施してくださいということで各実行

委員会にお願いしているところです。ですが、

なかなか、地域の方もボランティアでやって

いるということと、スタッフの方も高齢の方

も多いということで、その辺も配慮しながら

実施を決定しています。拡大していくのは重

要だと思っていますので、今後も引き続き、

実施拡大していけるように取組をしたいと

思います。 

 

宮本部会員 

 ぜひよろしくお願いします。この期間で私、

子ども食堂も運営しているところがあるの

で、苦肉の策として、あえてプール授業の際

に子ども食堂を開催して、子ども食堂の会場

から学校のプール授業に行って、また戻って

きてもらってということもやったこともあ

ります。もし区で全部できないのであれば、

そういったいろいろな団体さんの代表もこ

ちらにいますので、そういった連携もぜひ視

野に入れていただければと思います。 

 以上です。 

 

齊藤部会長 

 このあたりで大丈夫でしょうか。 

 それでは、これをもちまして本日の議事を

終了させていただきます。本日も円滑な議事

の進行、ご協力ありがとうございました。 

 本日、案件は全て終了なんですけれども、

事務局よりご紹介したいことがあるという

ことなので、お願いいたします。 

 

安部子ども政策課長 

 齊藤部会長、ありがとうございます。この

たび片野委員から、足立区の日本語指導を必

要とする生徒の状況や対応について、情報や

意見の交換をしたいというご要望がありま

した。この機会に、少しのお時間ではござい

ますが、情報や意見交換ができればと思いま

す。 

 まず、片野委員から要望を再度ご説明いた

だければと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

片野部会員 

 足立区女性団体連合の片野でございます。

今、私は日本語適応講師というボランティア

をさせていただいております。ものすごく率

が増えてきていて、日本語指導を必要とする

生徒たちがこの後どうなってしまうのかな

ということを不安に思いまして、調べました

ところ、日本語指導が必要な中学生が将来、

中学校を卒業した後、８９．９％しか進学し

ていないんですね。それで、全中学生だと９

９．２％がその後、進学しているんですけれ

ども、それだけ行き場がない、日本語指導が

必要な子どもたち、国籍が日本だったり外国

だったりしますけれども、そういう子たちが

いるということで、非常に不安に思いました。 

 足立区の現状はどうなっているのかなと

いうことを思いまして、足立区は比較的早く

から日本語教育ということをして、日本語の

必要な生徒たちに対してケアをしています

し、ボランティアを小学校に派遣したりして

います。ただ、実際、時間に制限がありまし

て、９６時間という中、全く日本語をしゃべ

れなくて６年生で入ってきた子を９６時間

やっても、中学校の授業についていかれない

という現実があります。 

 ですので、実際、足立区の現状はどうなの

かということと、委員の皆様のお力をお借り

して、こういう子たちの話って今までこちら
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の委員会では上がったことがない。足立区は、

回答のほうにも書いてありますが、９％増加

しているというふうに、２３区でもだんだん

多いほうに入ってきていますので、そのあた

りを、はっきり言えば、幼稚園時代からもそ

の子たちがいるという、その子たちに対して

もこれから支援が必要なのではないかなと

いうふうに考えますので、いろいろな、こち

らには専門家の方もいらっしゃいますので、

ご意見いただけて、施策になって反映してい

ければなと思って、提案させていただきまし

た。よろしくお願いします。 

 

齊藤部会長 

 あだち日本語学習ルームや適応指導講師

を所管する教育指導課や、外国にルーツを持

つ子どもの学習支援事業を所管する地域調

整課も出席しておりますので、教育指導課の

加藤係長よりご説明をお願いします。 

 

加藤教育指導課係長 

 教育指導課長を代理しまして、教育指導係

長をしております、加藤と申します。よろし

くお願いいたします。着座にて失礼いたしま

す。 

 お手元のＡ４資料、日本語指導の状況とい

う資料をご覧ください。まずは、外国籍の児

童生徒の方と、うち日本語指導が必要な方が

どれくらいいるかというのが最初の表でし

て、児童生徒数、先ほど片野様のほうからも

ご説明いただきましたように、令和４年度で

１，８１４でしたが、令和５年度で１，９７

６と、１割弱ほど増えているという状況です。

うち日本語指導が必要な方はどのぐらいい

るかということに関しては、毎年、調査が８

月に数が上がってきますので、今のところま

だ上がってきていないという状況でござい

ます。 

 そして、先ほど進学の話を出していただき

ましたけれども、日本語学習ルーム、これは

中学生を対象としています、日本語学習ルー

ムを卒業した人の中で、進路がどのようにな

っているかというところが２番でございま

す。令和４年３月に卒業したお子さんに関し

ては、７名全員が都立高校全日制に進学して

います。一方、令和５年３月の卒業生に関し

ては、都立高全日制が３名、そして残りの３

名が四中夜間学級のほうに通われています。

この差異なんですが、令和５年卒業生という

のは特別な状況があったと思っておりまし

て、というのは、例のコロナの入国規制の関

係で、中学校３年になってから入国とかそう

いった感じで、日本語指導の時間自体が短か

った方が多かった、そういったことが影響し

ているかと思っております。この四中夜間に

進学した方につきましては、皆様ご案内のと

おり、四中夜間も学び直しですとかそういっ

た形で、四中夜間で１年間勉強して、改めて

都立高校なり私立高校を受け直すと、こうい

った指導が行われますので、四中夜間を通し

て、１年遅れにはなりますが、高校に進学し

ていくものと考えております。 

 続きまして、３番の不登校児童生徒におけ

る日本語指導を必要とする児童生徒の割合

というところなんですけれども、正確には調

査の結果を待つことになりますけれども、ご

参考の値として、今お話しいただいた日本語

適応指導講師、これは小学校になります、の

派遣の人数ですが、６月末時点で６４名のお

子さんに対して講師を派遣しております。週

２日、１回２時間で、原則４８時間、延長す

ると９６時間まで指導しております。また、

最近は、今お話もあったように９６時間でも

ちょっとまだ厳しいというお子さんもいら

っしゃいまして、そういった方に対しては

再々延長、こういった対応もケース・バイ・
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ケースで行っているところです。講師の方、

教える方のほうは、約６０名ご協力いただい

ておるところです。 

 そして、中学校のほうの足立日本語学習ル

ームの通級生徒数ですが、合計４６名といっ

た数字が出ております。日本語学習ルームで

すが、令和２年度に開設して、保木間にある

んですけれども、綾瀬地区からのアクセスが

悪いということで、４年１１月に十二中に分

室を開設しました。また、それでもなおかつ

区の西南のほうからの便があまりよくあり

ませんので、いずれかの時期にそういったエ

リアにまた分室を開設することも検討して

ございます。 

 私からは以上です。 

 

齊藤部会長 

 それでは、會田地域調整課長、お願いいた

します。 

 

會田地域調整課長 

 すみません、資料は特にないんですけれど

も、平日、日中の対応については今、学校の

ほうで対応している日本語適応指導講師で

すとか、足立日本語学習ルームがございます。

放課後とか土曜日については、外国にルーツ

のある子の居場所を兼ねた学習支援という

のをうちのほうでやっています。そこについ

ては、ほぼマンツーマンで指導できるような

体制を取って、竹の塚のところで実施をして

います。定員は４０名今、やっておりますけ

れども、実際、今年度は今のところ生徒２６

名というところになっております。 

 現在、人数が少ないところにつきましては、

やはり竹の塚の真ん中に１か所しかないと

ころがございまして、やはり通学といいます

か、通うのがなかなか難しいところがござい

まして、今年度、東西の地域学習センターを

利用して、鹿浜と東和に学習ルームを設けよ

うと考えてございまして、今、準備のほうを

進めているところでございます。今のところ

そういう形で我々のほうも支援をしている

ところでございます。 

 

齊藤部会長 

 ありがとうございました。それでは、この

件に関しまして、ご意見やご質問、ほかにあ

りますでしょうか。 

 よろしいですか。小田委員。 

 

小田特別部会員 

 すみません、小田です。ちょっと質問なん

ですけれども、この日本語学習を教えていた

だけるというのは、いろいろ公表されている

ことなんですか。変な言い方ですみません。 

 

加藤教育指導係長 

 まず、中学校に入学されたときに、外国籍

の方ですと、必ず本庁舎のほうでお手続がご

ざいまして、そちらに来られたときに必要な

方について、まず、その場でパンフレットを

お渡しして、ご案内をいたします。また、入

学した各中学校のほうでも当然、学校のほう

でもそういった方、ルームのほうを積極的に

勧めますので、学校のほうからも推薦が上が

ってくるような形になっております。 

 

小田特別部会員 

 ありがとうございます。中学校からですか。

私、実はちょっと小学校のほうで仕事をして

いるんですけれども、やっぱり海外で日本に

来て、日本の公立小学校に１年生から入った

子を知っていたり、２年生の途中から入って

きた男の子を知っているんですけれども、２

年生の子は今、５年生になった男の子がいる

んですが、当時は本当に日本語が分からなく
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て、毎日学校に来ても泣いていて、もう学校

に行きたくないという状態だったんですね。

今、５年生で見ても、大分日本語は話せるよ

うになっている感じですが、やっぱり書けな

いですね。今、１年生で入ってきた白人の男

の子がいるんですけれども、その子もやっぱ

り最近ちょっと不登校がちになっていて、ど

うしてもご両親が外人であるというところ

から、ご両親もあまり日本語がしゃべれない

というふうになると、そういうことが起きて

いて、やっぱり学校でも孤立をしている状態

で、できれば中学校からではなくて、やっぱ

り積み重ねなので、小学校からそういう学習

の場があるといいなと思っているんですけ

れども、何とかよろしくお願いいたします。 

 

加藤教育指導課係長 

 ご意見は承りました。一番の課題はやっぱ

り今、中学生でもそうなんですが、通級、あ

る程度時間集中して長い時間やるというこ

とで、どうしても一定の場所に通ってきてい

ただく必要があるんですが、バスとか電車に

乗ってくるということで、なかなか小さいお

子さんですと、まして日本語がよく分からな

いというような状況の方ですと、そちらの方

面の不安もあるのかなとは思っております。 

 

齊藤部会長 

 片野委員。 

 

片野部会員 

 ちょっとお聞きしたいんですけれども、小

学生でその支援を受けていらっしゃらなか

った、日本語適応講師の過程がなかったとい

うことでしょうか。 

 

小田特別部会員 

 私も今、担任をやっているわけではないの

で、そこまで詳しくはないですけれども、た

だ、そういう講師の先生が外部から来ている

という認識は私のほうではなくて、今の５年

生の子は実は、白人なんですけれども、最初、

英語もできなくて、中国に住んでいたので中

国語しかできなくて、たまたま割とアジア圏

で、中国ですと割と今、日本に来ているお子

さんも多くて、その中国人の子が日本語をし

ゃべれる、中国語もしゃべれるということが

割と多かったので、低学年のとき、高学年の

お兄ちゃんで両方しゃべれる子が休み時間

に通訳に来ていたりとかしていました。なの

で、講師が今も来ているというのは認識して

いません。 

 

片野部会員 

 ありがとうございます。今、学校にはポケ

トークが配置されまして、ポケトーク片手に

先生が対応している状況があります。ただ、

ポケトークもマイナーな言語に関してはか

なり精度が悪く、全く違う言葉が出てきたり

するので、不登校になったりする理由も、コ

ミュニケーションできる相手がいないとい

うのがあると思います。日本語指導が必要か

どうかというのは、やはり先生、学校側でも

やはり判断基準があるようなので、その辺を

きっちり、日本語指導を受けられるというこ

とを、親御さんも情報を取るのが難しい方た

ちも多いので、そのあたり説明することが必

要なのではないかなというふうに思ってい

ます。 

 

齊藤部会長 

 ありがとうございました。貴重なご意見あ

りがとうございます。そろそろ時間になりま

すので、このあたりで。 

 それでは、事務局、お渡しいたします。 
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安部子ども政策課長 

 齊藤部会長、ありがとうございました。 

 事務局から最後に連絡事項がございます。 

 まず、次回の日程ですが、１２月１９日火

曜日、午後２時から第２回子ども支援専門部

会となります。会場はこちらではなくて、学

びピア２１生涯学習センター研修室２にな

ります。足立区役所ではございませんので、

お間違いのないようお願いいたします。また、

この会場では駐車券のお渡しができません

ので、申し訳ございませんが、ご了承いただ

きますようお願いいたします。 

 ２点目です。本日の会議録についてですが、

こちらは後日、委員の皆様方に送付をさせて

いただきます。内容等をご確認いただき、誤

り等がございましたら事務局までご連絡を

お願いいたします。 

 ３点目です。本日お車でお越しの方は駐車

券を用意しておりますので、出口で事務局職

員にお声がけをお願いいたします。 

 ４点目でございます。席上に置いてありま

す事業計画の冊子につきましては、新しく委

員になられた方以外は既にお配りしており

ますので、お持ち帰りにならないようお願い

いたします。また、配布資料１－５、今、日

本語指導状況で使った１－５につきまして

も、大変恐れ入りますが、持ち帰らずに、そ

の場で置いておいていただきますようお願

いいたします。 

 それでは、本日の子ども支援専門部会を終

了いたします。長い間、どうもありがとうご

ざいました。 

 


